
立体造形／鍛金、鉄／h1100×w2000×d900mm

競馬といえば、競走馬が躍動する姿
に美しさを感じる人もいれば、ギャン
ブルとして忌み嫌う人もいるなど、競
馬に対する人々の印象の振れ幅は大
きいように思う。そんな中、女性専用
の観客席やウマ娘のアニメインター
ネット投票などにより、老若男女問わ
ず競馬が身近なものになってきたこ
とで、中央競馬場だけでなく地方競
馬場においても売り上げが伸びてい
る。また、競馬の売り上げの一部は畜
産振興に使われたり、競馬場を有す
る自治体に還元され、地方振興の一
助となっている。
そこで本計画では、主役である競走
馬の姿をレースやパドックでより身近
に見せるだけでなく、普段の調教の
様子を鑑賞できる場や、馬主が愛馬
と共に過ごせる宿泊施設などを併設
させた複合的な競馬場を提案するこ
とで、コロナ化で経済的打撃を受け
疲弊している地方の活性化に寄与す
ることを目的としている。

滋賀における複合型地方競馬場の設計

建築デザインコース
梅村兼太郎

立体造形／鍛金、鉄／h1100×w2000×d900mm

葬祭場は、通常、死者に別を告げる
悲しい場である。しかしそこは、死者
を介して、個人や集団が「生」を実感、
祝福できる場になりうるはずだ。絶望
が希望に変わる場所をコミュニティ
に提供できれば、死者は生者の中心
に居る場となるだろう。個が独立して
いる現代社会において、新たな希望
を感じられるような新しい人と人の 
“あや”を見出す場所がつくれるので
はないかと期待している。

生を祝う葬祭場
触覚的想像力を用いた“生”の誘発

建築デザインコース
石川天
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建築デザイン／模型、パース、図面

少子化が問題となっている現代にお
いて、子育て支援は課題である。そし
て、子どもの遊び場を確保することも
支援の一つで、子ども向けのレクリ
エーション施設のニーズが一定数存
在しているのが現状である。親が安
心でき、天候にも左右されず子どもが
思いっきり遊べる場を作ることで、子
育て世代の拠点となる場所を作り、
子育て環境の改善につなげていきた
いと考えた。富山県でも子ども向けの
屋内施設に対する要望があり、魚津
市の新川文化ホール敷地内に子ども
向け屋内レクリエーション施設が整
備される検討会が行なわれていた。
その検討会にかけられた要望を参考
にしながら、子ども向けのレクリエー
ション施設を設計した。対象敷地は
富山県魚津市の新川文化ホールの
敷地内、既存の建物の南西側の芝生
広場となっている。屋内施設だけでな
く、屋外および既存の施設との連携
を考え提案している。

11880079

こども向けレクリエーション施設
既存の建物、屋外、新屋内施設のつながりを考えて

建築デザインコース
林奈津実

建築意匠／図面・パース

現代のオフィスは、一つの空間に人と
物を集約し、機能性や合理性を重視
した結果、その多くが周辺環境と切り
離された画一的な空間となってし
まった。さらに、新型コロナウイルスが
拡大・蔓延したことで、集約と効率を
求めた現代のオフィススタイルは感染
リスクを増大させた。こうした中で、リ
モートワークが普及し、ウィズコロナ
やポストコロナに対応する新しいワー
クスタイルが注目を集めている。
そこで本計画では、サテライトオフィ
スやワーケーションといった地方の
特性を活用した事例を参照しながら、
これまでは避けられてきた山間部や
過疎地域において、「余暇」と「労働」
を組み合わせた新たなオフィススタイ
ルの提案を行い、ワークスタイルの多
様性に寄与することを目的とする。

Work from Anywhere at Anytime
“仕事”と“余暇”の融合

建築デザインコース
谷橋俊彦
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建築デザインコース
建築設備

萩原創太

家庭用エアコンへの放射パネル増設による熱環境改善に関する研究

第一章　研究背景

　地球温暖化などの気候変動問題に対する国際的な枠組み
である「パリ協定」が2015年、「国連気候変動枠組条約締約
国会議(通称COP）」で合意された。
　日本政府は、2050年カーボンニュートラルと整合的で、野
心的な目標として、2030年度において、温室効果ガスを 
2013年度から46%削減することを目指し、50%の高みに向け、
挑戦を続けていくことを宣言した。
　建築分野では、2030年の温室効果ガス46%削減を背景と
した、建築物省エネルギー法が2015年に公布され、2021年
新たに改定法が制定された。この法律は「ゼロエネルギー」を
テーマとし、建築物内でのエネルギー消費を、プラスマイナス
ゼロを実現する取り組みなどを示すものである。ZEBやZEH
と呼ばれる「外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、
高効率な設備システムの導入により、室内環境の質を維持し
つつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネル
ギーを導入することにより、年間の一次エネルギー消費量の
収支がゼロとすることを目指した住宅」の普及が進められてい
る。建築物の用途別のエネルギー消費内訳において、約1/3の
消費量を占めるのが、空調エネルギーである。

第二章　研究目的

　空調エネルギーを用いた建築設備の中で、消費空調エネル
ギー内訳の比率が最も高いヒートポンプに着目した。ヒートポ
ンプの原理を用いた建築設備は様 あ々るが、本研究では、我々
の身近に存在する家庭用ACを対象とする。現在の家庭用ACは、
ヒートポンプを用いて部屋を温める、冷やすという仕事を行って
いる。ヒートポンプは、内部を循環する冷媒を圧力・温度調節し、
蒸発器と凝縮器などの熱交換器で空気と熱交換を行うシステ
ムである。この熱交換の際、現在の家庭用ACが使用するヒート
ポンプの性能では、冷媒が運ぶ熱エネルギーを熱交換器で
100%熱交換することができない。そこで、熱交換器の一つであ
る放射パネルを増設し、旧来のヒートポンプでは使い切られな
かった熱エネルギーが放射パネル増設によって熱交換を行え
るかを検討する。熱交換量向上の指標はエネルギー消費効率

（COP）を用いる。エネルギー消費効率は、電力1kWを使ってど
れだけの効果が得られるかという指標である。エネルギー消費
効率向上という結果が得ることができれば、ヒートポンプの熱
交換機会増加を示し、建築物の空調エネルギー削減に貢献で
きると考えられる。以上を本研究の目的とする。

第三章　研究方法

　本研究の、実測調査を行う対象として、石川県白山市上野
町にある省エネ改修を行った木造住宅を選定した。本住宅は

１階全体の断熱改修、２階の一部断熱改修に加え、窓変更に
よる断熱、主な居住部分に放射パネルを導入し、省エネルギー
化を検討した。
　本研究では、ヒートポンプにエネルギー消費効率向上を目
的とした放射パネルを増設する。設置箇所は熱交換器である
蒸発器と冷媒を高温高圧にして凝縮器に送る圧縮機の間に
取り付ける。測定期間は夏季冷房使用時である８月21日16時
から29日16時まで行った。バイパスを切り替えることで、放射
パネルの使用期間を８月21日から25日終日までとし、26日から
29日16時を放射パネル未併用時として測定を行った。
　研究結果考察の指標には、エネルギー消費効率（COP）を
用いる。算出方法は以下の通りである。
　エネルギー消費効率算出方法
エネルギー消費効率（COP）＝(冷房能力（kW）)/(消費電力（kW）)

第四章　結果・考察

　家庭用ACの消費電力、室外機の吹き出し口付近の排気温、
外気温の計測を行なった結果、排気温の上昇に従い、消費電
力が増加することが確認された。ヒートポンプ（冷房時）におい
て、排気は外気に対して熱エネルギーの放出を行うため外気
よりも高温であることが求められる。これは、熱は高い温度か
ら低い温度へ移動するという法則があるからである。放射パネ
ル未併用時では、その排気温と外気温の関係が顕著に現れる
傾向にあった。ヒートポンプの消費電力のうち約80%を圧縮

機が占めている。放射パネル併用時と未併用時では、冷媒が
室内の熱エネルギーを熱交換機会に吸熱した量が異なると考
えられる。放射パネルによってより多くの熱エネルギーを吸熱
する熱交換機会を得た冷媒は旧来の放射パネル未併用時の
冷媒と比較してある程度熱エネルギーを蓄えていると考えら
れる。したがって、圧縮機で未併用時の冷媒よりも、高圧高温
になりやすく、結果として消費電力を減少させたと考えられる。
　エネルギー消費効率は、断熱改修や対象ACの性能も相まっ
て、併用時、未併用時問わず高い数値を示した。エネルギー定
格COPは５であり、未併用時の平均COPもこれを上回ったが、
併用時の平均COPはさらに高い数値を示した放射パネルの増
設はエネルギー消費効率を向上させたと考えられる。

［参考文献］IPCC 第５次評価報告書 など

図１　消費電力と気温
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建築デザイン、リノベーション／図面・模型

高岡市金屋町では高齢化が進み、
石畳通りから離れるほど空き家も
多く閑散としている。現在自治体など
の働きかけもあり移住者は増えている
が、高齢者も多いため将来的には今
よりも空き家が増加するだろう。
本計画では、特に空き家の多い裏の
通りを対象とし、観光地でもある石畳
通りとは異なる魅力を持った通りを
提案する。裏通りから既存住宅まで
のまばらなセットバック空間を活かし
軒先空間を住人目線で日常使い出来
る様々な交流の場として拡張し、それ
らを連鎖させる。
そうすることで住人たちの生活や
賑わいが通りから垣間見え、かつて
生活道路として路地が栄えていた
ように閑散とした通りに住人たちの活
気が溢れる。裏通りの活気が金屋町
の周遊を線から面に展開し、さらなる
住人の定住の促進につながることを
目指す。

軒先空間の連鎖による街並みのコンバージョン
高岡市金屋町における移住促進のための提案

建築デザインコース
河原羽那
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建築意匠／図面・模型／スケッチ・パース

　高齢化社会の進行に伴い、単身で
生活する高齢者が周囲との関わりを
絶ち孤立化することが社会問題に
なっている。
　そこで本計画では、多世代で集住
し、複数の住人たちと共有する広場
やテラス、屋根、壁といった空間や建
築的な部位を持つ事で交流の機会
や拠り所とする事を目指す。様々な場
を共有する環境のもとで生活する事
によって、自ずと高齢者が多世代の住
人との繋がりを感じられ、それらが連
鎖することでコミュニケーションの輪
が重層し、複合化していく。
　さらにコミュニティが流動的に変
化していく中で、若い世代がその変化
に柔軟に対応できるようになることで、
将来自身が高齢化した際にも周囲と
の関係を持続させることができる。

高齢化社会における多世代型集住の在り方
連鎖する共有部が生む重層的な繋がり

建築デザインコース
石田夢乃
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建築意匠／縮尺模型

新型コロナウイルスの感染拡大は、
様々な距離への意識を変えた。ソー
シャルディスタンスという言葉が定着
し、人と人とが距離を取るようになっ
たり、家で過ごす時間が長くなり、家
族とは離れたいと感じる一方、会えな
くなった人に近づきたいという渇望が
あった。また、在宅勤務によって職住
の近接が起こり、住まう場と働く場と
の距離にも変化がみられた。そこで本
計画では、建築によって家庭内での距
離感や家庭と社会との距離感を調整
することで、現代の距離への意識に寄
り添った新たな集合住宅を提案する。

変容する距離感
ポストコロナ社会における集住のかたち

建築デザインコース
坂田栞
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